
部名称 課名称 事業名称
令和8年度
要求額
（千円）

令和8年度
最終査定額
（千円）

頁

土木部 土木監理課 道路照明灯ＬＥＤ更新事業 148,934 1

道路部 道路整備課 橋りょう長寿命化修繕 1,700,000 3

道路部 道路整備課 橋りょう耐震強化 520,000 5

公園緑地部 泉ヶ丘公園事務所 霊園霊堂維持管理事業 325,122 7

公園緑地部 公園緑地整備課 大仙公園整備事業 14,260 9

公園緑地部 公園緑地整備課 都市緑化センター運営事業 62,421 11

公園緑地部 公園緑地整備課 都市公園整備事業 139,675 13

公園緑地部 公園緑地整備課 里山みどりの保全事業 22,320 15

公園緑地部 公園緑地整備課 花と緑の育成事業 84,393 17

公園緑地部 公園緑地整備課
2027年国際園芸博覧会花・緑出展事
業

13,300 19

サイクルシティ推進部 自転車企画推進課 交通安全教育及び普及・啓発 26,916 21

サイクルシティ推進部 自転車環境整備課 自転車通行環境整備事業 46,612 23

サイクルシティ推進部 自転車対策事務所 有料自転車等駐車場管理運営業務 101,263 25

サイクルシティ推進部 自転車対策事務所 放置自転車等撤去保管業務 119,884 27

サイクルシティ推進部 自転車環境整備課 大和川沿川整備事業 264,534 29

その他事業一覧



局 部 課

3 年度

9

10

実績値 15,889 15,889

目標値の設定根拠・算出方法 市域においてリース方式で導入可能な道路照明灯の総数を目標値とした。

目標値の設定根拠・算出方法 当該事業の完了により達成されるCO2排出削減量の総量を目標値とした。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

道路照明灯のLED化実施灯数

（国府道及び市道）
灯

目標値 15,400 15,400

達成率 103% 103%

当該指標を選定した理由
リース方式で導入可能な道路照明灯について、順次LED化を実施することで成果目標を着実に達成するた

め。

15,400

当該指標を選定した理由 市域の温室効果ガス排出削減に寄与するため。

達成率 103% 103%

LED化によるCO2排出削減量 t 実績値 823 823

800目標値 800 800 800

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

主な支出先 保守付物品賃貸借契約先（長期継続契約）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

5 事業の実施主体 本庁、出先機関（各地域整備事務所）

6 事業の対象 

7 事業の目的 
　道路照明灯のLED化を推進することで、将来にわたり要するコストの縮減、及びCO2の排出量削減による低炭素化・

省エネルギー化を推進する。

8

事業内容 

事業開始年度 平成 29 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠
道路法、堺市環境基本条例

（根拠法令、条例等）

2 関連計画 堺市地球温暖化対策実行計画

有 現状値 32.2％（2024年度） 目標値 50.0％(2030年)

寄与

する

KPI

有・無

有 現状値 32.2％ （2024年度）  目標値 50.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⒀気候変動に具体的な対策を ターゲット 13.3

有 取組 省エネルギーの徹底やヒートアイランド対策の推進

寄与

する

KPI

有・無 指標名 市の事務事業からの温室効果ガス排出削減量（2013年度比）

有 取組の方向性 ①脱炭素型都市構造・社会システムの構築

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilience～ 施策 (3) カーボンニュートラルの推進

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 市の事務事業からの温室効果ガス排出削減量 （2013年度比）

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-021

担当部署名 建設 土木 土木監理

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

・H28年度以前　市内の道路照明灯約900灯について買取方式でLED化を導入済み

・H29年度～R2年度　国府道の道路照明灯約6,100灯についてリース方式でLED化

（内訳）・H29年度　北部地域整備事務所管内幹線道路の道路照明灯1,785灯

　　　　　　・H30年度　南部地域整備事務所管内幹線道路の道路照明灯1,482灯

　　　　　　・R1年度　西部地域整備事務所管内幹線道路の道路照明灯1,481灯

　　　　　　・R2年度　西部地域整備事務所管内幹線道路の道路照明灯1,371灯

・R3年度～R5年度　市道の道路照明灯約9,800灯についてリース方式でLED化

（内訳）・R3年度　東及び美原区内市道の道路照明灯722灯

　　　　　　・R4年度～R5年度　その他の区内市道の道路照明灯9,048灯

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

リース方式で導入可能な道路照明灯
対象数 単位

15,400 灯

道路照明灯ＬＥＤ更新事業

1



）

15

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

R9以降 ・LED化を実施した道路照明灯を良好な状態に保守する。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント ・R5年度までにリース方式で道路照明灯のLED化を実施しており、契約に基づく支払い義務額を要求。

・平成29年度から令和2年度で国府道のLED化を完了し、令和3年度は東及び美原区内市道のLED化を完了した。

・令和4年度からは、堺区・中区・西区・南区・北区内市道のLED化を契約し、令和5年度にLED化を完了した。

・これにより、本市域内のリース方式で導入可能な道路照明灯のLED化を完了した。

・LED化完了後は、LED化を実施した道路照明灯を良好な状態に保守した。

R8 ・LED化を実施した道路照明灯を良好な状態に保守する。

期間 R　　～　　R 要求額

債務負担行為 （単位：千円）

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算 R7 予算

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算

R8 予算 148,934 148,934 R8 予算

R7 予算 R7 予算

R8 予算 R8 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

道路照明灯LED（リース）賃貸

借契約

R7 予算 148,934 148,934

一般財源 34,171 84,452 149,212 148,934 148,934

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0 0

0その他（ 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

0 0 0 0

0

事業費  (a) 34,171 84,452 149,212 148,934 148,934

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 0

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 0 0 0

府支出金　 0

R7

事務事業名 道路照明灯ＬＥＤ更新事業 事業番号 019-021

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

2



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

Ⅰ．基本情報

事務事業名 橋りょう長寿命化修繕 事業番号 019-060

担当部署名 建設 道路 道路整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilience～ 施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築

有 取組の方向性 ①計画的な老朽化対策の推進

有 現状値 ― 目標値 80橋 （2026～2030年度の累計）  ※2025年度 （2021～2025年度の累計） 80橋

有・無 指標名 補修が完了した橋りょう数

施策

との

関連

有・無 ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット 11.7

寄与

する

KPI

有 取組 公共施設や都市インフラの計画的な更新・補修の推進

2 関連計画
堺市公共施設等総合管理計画、堺市国土強靭化地域計画、堺市橋梁長寿命化修繕計画、堺市橋梁耐震事業

計画、堺市道路維持管理計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

事業開始年度 平成 20 点検対象年度 令和 8 年度

4
実施根拠

道路法・河川法・港湾法・鉄道営業法
（根拠法令、条例等）

事業の概要

5 事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 橋りょうを通行する人及び車並びに施設沿道の住民及びその財産
対象数 単位

― ―

7 事業の目的 

　本事業は、市民の安全・安心を確保するために、本市が管理する橋りょうを対象に、堺市長寿命化修繕計画に基づ

き、予防保全型の考えを取り入れた維持管理を計画的に進め、橋を良好な状態で維持しながら、将来にわたる維持管

理費用の平準化を図ることを目的とする。

8

事業内容 

　本市が管理する橋りょう753橋について、5年に1回の点検を定期的に行うことで、常に最新の健全度を把握し、その結

果を反映した堺市長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋りょうの補修工事等を実施する。

　年間事業

　　補修設計　16橋程度

　　補修工事　16橋程度

    定期点検　150橋程度

主な支出先 業務並びに工事の受注者、大阪府、大阪市、松原市、西日本旅客鉄道株式会社、南海電気鉄道株式会社

公民連携・協働事業 ―

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

Ⅱ．事業の目標
事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績

補修が完了した橋りょう数

（補修が完了し安全性が向上した橋りょう

数）

橋

目標値 64 80 16

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

実績見込み 目標 目標 点検対象年度

実績値 69 88

16

当該指標を選定した理由 予防保全型の考えを取り入れた維持管理が計画的に進めていることを把握するため。

達成率 108% 110%

目標値の設定根拠・算出方法 令和８年度からは新たに堺市基本計画2030で定めた指標に対する目標値を設定（2026~30年度の累計で80橋）

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 実績見込み 目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

工事発注数 橋

目標値 16 16 16

実績値 16 16

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由 橋梁長寿命化修繕計画に基づき実施している橋りょうの維持管理について、年度毎の進捗状況を把握するため。

目標値の設定根拠・算出方法 維持管理費用の平準化を図り、策定した橋梁長寿命化修繕計画に基づき目標値を設定

3



）

15

事務事業名 橋りょう長寿命化修繕 事業番号 019-060

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

400,817 370,729 671,315 495,000

府支出金　 0

PCB処分業務
R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 307,058

事業費  (a) 919,577 1,128,283 1,044,004 2,099,968 1,700,000

市債 518,400 637,300 590,900 1,273,900

0 0 0 0

1,021,000

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0 0

10,600その他（ 公共施設等特別整備基金 0 70,000 10,321 0

一般財源 94,119 20,166 72,054 154,753 173,400

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

橋りょう長寿命化修繕工事
R7 予算 1,839,968 99,453

事業費
うち

一般財源

予算 3,000 3,000

R8 予算 1,034,000 63,650 R8 予算 3,000 3,000

橋りょう補修詳細設計等業務
R7 予算 75,000 300

橋梁維持管理支援業務
R7 予算 1,000 1,000

R8 予算 125,000 9,700 R8 予算 1,000 1,000

R7 予算 1,000 1,000

R8 予算 57,000 23,750 R8 予算

R7 予算 45,000 22,450
有害物質特定調査業務

1,000 1,000

工事監理業務
R7 予算 91,000 6,650

PCB運搬委託業務
R7 予算

他事業者への委託業務及び工事

予算

R7 予算 42,000 18,900
負担金、補助及び交付金

2,000 2,000

R8 予算 82,000 6,050 R8 予算 2,000 2,000

期間 R8　～　　R11 要求額 636,000

245,000 20,050

債務負担行為 （単位：千円）

橋りょう定期点検業務
R7 予算 0 0

R8 予算 150,000 43,200 R8

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

補修工事  　19橋（R6国補正予算執行分4橋含む）

補修設計　  10橋（R6国補正予算執行分10橋含む）

定期点検　133橋

R8

補修工事　　30橋

補修設計　　18橋

定期点検　164橋

R9以降

補修工事　　16橋程度

補修設計　　16橋程度

定期点検　150橋程度

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

　堺市基本計画2030におけるKPI達成（補修が完了した橋りょう数）に向けて、長寿命化修繕計画に基づき、30橋

の橋梁（横断歩道橋を含む）の補修工事を実施する。

　上記の橋梁の内、7橋については、債務負担行為を設定し工事を実施する。

4



局 部 課

3 年度

9

10

実績値 4 2

目標値の設定根拠・算出方法 耐震工事を発注した橋りょう数を表す。目標は、発注予定工事の規模や予算等から設定。

目標値の設定根拠・算出方法 耐震化の対象となる緊急交通路等における橋りょう210橋を設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

工事発注数 橋

目標値 4 2

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由
「緊急交通路等における橋りょうの耐震化率」を上げるための活動の一つとして、計画的に耐震対策工事を

発注し、耐震化を推進することが重要であるため。

2

当該指標を選定した理由 耐震化済橋りょう数の年度毎における推移や進捗状況を把握するため。

達成率 94% 97%

緊急交通路等における橋りょうの耐震

化済橋りょう数
橋 実績値 199 205

210目標値 210 210 210

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和12年度 

主な支出先 業務及び工事の受注者、NTT西日本株式会社

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
　―

5 事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 

7 事業の目的 

　本事業は、市民の命と暮らしを守るため、今後想定される南海トラフ巨大地震等の大規模地震時に備え、救急救命

活動や救援物資の輸送、復旧支援活動を支えることを目的に、「緊急交通路等における橋りょう」210橋の耐震化を行

い、災害に強い都市基盤の整備を推進するものである。

8

事業内容 

事業開始年度 平成 20 点検対象年度 令和 12 年度

実施根拠
道路法、河川法、港湾法、鉄道営業法

（根拠法令、条例等）

2 関連計画 堺市地域防災計画、堺市国土強靱化地域計画、堺市津波避難計画、堺市橋りょう長寿命化修繕計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット 11.5,11.b

有 取組 住宅、公共施設、都市インフラの災害対策の推進

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

有 取組の方向性 ②都市インフラの耐震化・浸水対策の推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilience～ 施策 (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-059

担当部署名 建設 道路 道路整備

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

　今後想定される南海トラフ巨大地震等の大規模地震時に備え、以下の210橋の橋りょうについて耐震化を推進する。

〇重要橋りょう150橋の耐震化（令和4年度完了）

〇緊急交通路を補完する道路に関する橋りょう24橋の耐震化

〇緊急交通路を跨ぐ横断歩道橋36橋の耐震化（令和7年度完了予定）

　令和8年度は、緊急交通路を補完する道路に関する橋りょう2橋の耐震工事を実施する。

公民連携・協働事業 　―

Ⅱ．事業の目標

・大規模災害時における救助、救急、医療、消火、緊急物資等の供給に携わる災害支援者及び災害時

要援護者

・橋りょうを通行する人及び車並びに施設沿道の住民及びその財産（不特定多数）

対象数 単位

― ―

橋りょう耐震強化

5



）

15

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

R9以降 引き続き、緊急交通路等における橋りょう210橋の耐震化を完了することを目標に事業を進める。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

　令和7年度末に堺市基本計画2025で設定している耐震化率97％のKPIは達成できる見込みである。引き続き、緊

急交通路等における橋りょう210橋の耐震化の完了に向けて事業を進めており、令和8年度は、河川内に橋脚があって

工事に時間を要し多大な事業費が必要となる橋りょう（2橋）の耐震工事を行う。

　また今後も引き続き、国庫補助金を最大限に活用し、橋りょうの耐震強化事業を推進する。

工事を5橋、設計1橋を実施

緊急交通路等における橋りょうの耐震化率

 97％（205橋/210橋）（予定）

R8

工事を2橋、設計2橋を実施

緊急交通路等における橋りょうの耐震化率

 97％（205橋/210橋）（予定）※

※R8年度に工事を行う2橋は、河川内に橋脚があり、工事に時間を必要とするため、耐震化率は変更なし。

期間 R８　　～　　R９ 要求額 323,000

債務負担行為 （単位：千円）

物件移転補償金
R7 予算

R8 予算 1,700 1,700 R8 予算

R7 予算 4,500 4,500

R8 予算 22,000 900 R8 予算
地質調査

R7 予算 12,500 1,300 R7 予算

工事監理業務
R7 予算

R8 予算 23,000 1,600 R8 予算

R7 予算 65,700 3,100

R8 予算 450,000 24,100 R8 予算

橋りょう耐震設計
R7 予算 31,000 15,000 R7 予算

R8 予算 23,300 1,800 R8 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

橋梁耐震工事
R7 予算 484,700 23,100

一般財源 65,380 13,935 19,212 47,000 30,100

受益者負担金(使用料、手数料等）　

2,000その他（ 公共施設等特別整備基金 5,700

市債 483,600 544,800 586,300 333,600 261,200

事業費  (a) 785,370 576,005 611,212 598,400 520,000

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 236,390

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

17,270 0 217,800 226,700

府支出金　

R7

事務事業名 橋りょう耐震強化 事業番号 019-059

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

6



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

指定管理者による霊園・霊堂の管理運営

・霊園・霊堂使用者の各種申請等手続事務

・樹木等の維持管理

・霊園・霊堂施設等の修繕

・墓地、納骨壇、合葬式墓地の使用者募集

市による老朽化設備改修・樹木等更新等の計画・実施

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

霊園・霊堂の利用者
対象数 単位

13.5 万人

　霊園・霊堂維持管理事業

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-072

担当部署名 建設 公園緑地 泉ヶ丘公園事務所

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 ― 施策 　―　

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

無 取組の方向性 ―

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール    ―   ターゲット  ― 

無 取組 ―

2 関連計画 ―

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 昭和 37 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠 ・都市公園法        ・墓地、埋葬等に関する法律

・堺市霊園条例    ・堺市立霊堂条例　　・堺市墓地等の経営の許可等に関する条例（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 泉ヶ丘公園事務所・指定管理者

6 事業の対象 

7 事業の目的 先祖を祭祀するための施設として、霊園・霊堂を適正に維持管理し、利用者に快適な公園墓地の提供を行う。

8

事業内容 

主な支出先 指定管理者、工事等受注者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

90目標値 90 90 90

当該指標を選定した理由 利用者に快適な公園墓地の提供を行うことが事業の目的であるため。

達成率 109% 100%

利用者満足度アンケートにおける園内

の除草・清掃に関する満足度
％ 実績値 98 90

目標値の設定根拠・算出方法 令和6年度からの指定管理者制度導入に伴い、指定管理者に求める目標・水準を目標値とした。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

有責事故発生件数0件 件

目標値 0 0

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由 当該指標を達成することにより、霊園・霊堂の安全と快適さの確保に繋がるため。

0

実績値 0 0

目標値の設定根拠・算出方法 令和6年度からの指定管理者制度導入に伴い、指定管理者に求める目標・水準を目標値とした。

7



）

15

事務事業名 　霊園・霊堂維持管理事業 事業番号 019-072

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

府支出金　

その他
R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

事業費  (a) 191,269 286,737 306,389 237,550 325,122

市債 3,900 8,300 34,300 50,000 69,100

受益者負担金(使用料、手数料等）　 125,866 51,745 121,936 123,969 121,939

88,574その他（ 公共施設等特別整備基金 39,573 226,692 9,641 17,700

一般財源 21,930 140,512 45,881 45,509

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

老朽化施設・設備等の改修
R7 予算 66,700 0

事業費
うち

一般財源

予算 35 35

R8 予算 123,600 0 R8 予算 6,950 50

霊園・霊堂維持管理等委託料

（指定管理料）

R7 予算 164,500 45,241 R7 予算

R8 予算 164,500 44,751 R8 予算

R7 予算

R8 予算 29,082 708 R8 予算

R7 予算 5,235 605

役務費（手数料、通信運搬）
R7 予算 970 0 R7 予算

倒木対策業務ほか

R8 予算 850 0 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

需用費（消耗品、印刷製本）
R7 予算

R8 予算 140 0 R8 予算

R7 予算 110 0

・指定管理者制度開始（令和6年4月～令和11年3月）

・合葬式墓地の整備（令和５年度～令和６年度）

・老朽化施設の改修等（給水管布設替、園路舗装、受電設備、樹木更新、枯木外伐採）

R8
・指定管理による管理運営

・老朽化施設の改修等（霊園受電設備、樹木更新、倒木対策）

期間 ～ 要求額 －

R9以降
・指定管理による管理運営

・老朽化施設の改修等（霊堂昇降機、樹木更新、倒木対策）

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・指定管理による管理運営

・施設の老朽化による改修の実施

・園内安全確保のための倒木対策の実施

・園内の景観維持のための樹木更新の実施

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

8



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）

要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

【JR百舌鳥駅周辺の整備】

・事業認可区域の用地の取得（大仙町、百舌鳥夕雲町2丁地区）

・用地取得に伴う測量業務、支障物件調査業務、不動産鑑定業務などの実施。

・長塚古墳周辺における整備の検討・実施。

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

公園を利用する市民及び国内外からの来訪者
対象数 単位

ー ー

　大仙公園整備事業

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-073

担当部署名 建設 公園緑地 公園緑地整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilience～ 施策 (3) カーボンニュートラルの推進

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 緑地保全・緑化推進に関する活動を行った団体数

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 世界遺産・大仙公園エリア、環濠エリア、堺東駅及び堺駅・堺旧港周辺の来訪者数

有 取組の方向性 ①脱炭素型都市構造・社会システムの構築

有 現状値 848万人 （2024年度） 目標値 1200万人(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⒂陸の豊かさも守ろう ターゲット 15.1,15.2,15.5

有 取組 都市緑化の推進

2 関連計画
社会資本総合整備計画（堺市における歴史・文化を活かした魅力あふれる百舌鳥古墳群周辺の整備）（重点計

画）、歴史的風致維持向上計画、緑の基本計画、都市計画マスタープラン、地域防災計画、大仙公園基本計画

有 現状値 101団体（2024年度） 目標値 121団体(2030年)

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 昭和 38 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠
都市計画法、都市公園法、堺市公園条例

（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 

7 事業の目的 

令和元年７月に世界遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群に隣接する本市のシンボルパークである大仙公園につい

て、「大仙公園基本計画」に基づき、世界遺産の構成資産である古墳の保全・継承や、世界の人々を迎え入れるおも

てなし空間の創出を目的に整備を行う。

8

事業内容 

主な支出先 公益社団法人　大阪公共嘱託登記土地家屋調査士協会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

1,355目標値 1,402 1,355 1,355

当該指標を選定した理由 JR百舌鳥駅周辺整備時期に合わせて用地取得するとした場合の指標

達成率 153% 63%

事業認可区域内の土地の取得面積 ㎡ 実績値 2,145 853

目標値の設定根拠・算出方法 事業認可区域（約3.2ha）のうち未取得の用地をJR百舌鳥駅周辺整備時期までに取得するとした場合の平均値

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

用地取得に伴う境界確定測量の実施 ㎡

目標値 1,402 1,355

達成率 32% 18%

当該指標を選定した理由
用地取得するためには、境界を明確にする必要があることから、測量を先行して実施することが、成果目標の達成につな

がるため。

1,355

実績値 445 242

目標値の設定根拠・算出方法 事業認可区域（約3.2ha）のうち未取得の用地をJR百舌鳥駅周辺整備時期までに取得するとした場合の平均値

9



）

15

事務事業名 　大仙公園整備事業 事業番号 019-073

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 0 0

府支出金　 0

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 54,159

事業費  (a) 194,902 23,722 10,037 31,935 14,260

市債 81,600 0 3,300 20,000

0 0 0

4,600

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0

その他（ 0 0 0 0

一般財源 59,143 23,722 6,737 11,935 9,660

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

用地購入のための支障物件調査

委託

R7 予算 24,750 6,250

事業費
うち

一般財源

予算

R8 予算 4,200 1,100 R8 予算

整備工事費
R7 予算 2,000 2,000 R7 予算

R8 予算 5,000 5,000 R8 予算

R7 予算

R8 予算 4,000 2,500 R8 予算

R7 予算 2,000 500

手数料（不動産鑑定手数料）
R7 予算 3,000 3,000 R7 予算

工事設計、測量等委託（用地測

量業務）、整備検討業務

R8 予算 1,000 1,000 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

消耗品費（収入印紙代）
R7 予算

R8 予算 60 60 R8 予算

R7 予算 185 185

・事業用地の取得（百舌鳥夕雲町2丁地区）

R8
・事業用地の取得（百舌鳥夕雲町2丁地区）

・整備検討業務（長塚古墳周辺）

期間 R8　　～　　R9 要求額 20,000

R9以降
・事業用地の取得（百舌鳥夕雲町2丁地区）

・整備工事（長塚古墳周辺）

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・大仙公園整備事業は、平成27年度に事業認可変更により区域を拡大し、新たに事業認可区域となった百舌鳥夕雲

町2丁地区の公園整備に向けて、用地取得を進めている。

・令和８年度は、大仙公園を本市のシンボルパークとして世界遺産の拠点に相応しい公園整備を行うために、継続して

用地取得を推進する必要がある。

・令和７年度より大仙公園においてガス気球が運行されており、来訪者の増加が見込まれる。そのため、今後は特にJR

百舌鳥駅前周辺について、買収済みのまとまった土地を対象に、百舌鳥・古市古墳群の玄関口としての景観整備が必

要となる。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

10



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 E　指定管理者事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

 新たな指定管理者による指定管理業務として、引き続き企業、大学・専門学校等と連携した花と緑の取組や、親子連

れなどの新たなターゲット層の集客を目的に花と緑の利活用を実施する。

・総合景観を重視した庭園見本園等の施設整備や刊行物等による花と緑に関する情報の発信

・花や緑に関する相談

・花や緑に関する講習会の開催

・新たな利用者層（親子連れ）に向けたイベントの開催

・広報の強化（イベント開催等に際しSNSの活用、動画投稿による認知度向上）

・関西大学と連携したイベントを開催

公民連携・協働事業 ボランティア団体「都市緑化センター友の会」約350名、関西大学地域連携事業

Ⅱ．事業の目標

単位

ー

　堺市都市緑化センター運営事業事務事業名 事業番号 019-081

担当部署名 建設

Ⅰ．基本情報

2 関連計画
堺・世界遺産魅力創造ロードマップ

緑の基本計画、生涯学習基本方針

公園緑地 公園緑地整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 ― 施策 　―　

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

15.1,15.2,15.5

121団体(2030年)

4

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⒂陸の豊かさも守ろう ターゲット

有 取組 都市緑化の推進

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

無 取組の方向性 ―

有 現状値 101団体（2024年度） 目標値

寄与

する

KPI

有・無

実施根拠
都市緑地法、堺市緑の保全と創出に関する条例

5 事業の実施主体 本庁、指定管理者

6 事業の対象 

7 事業の目的 

本施設は、本市のシンボルパークである大仙公園内にあり、昭和50年建設省（現 国土交通省）都市局が発表した「緑の相談所

－都市緑化植物園－施設運営要領」を受けて、昭和61年度の開園以後、都市緑化を発信する市として唯一の拠点施設として

活用している。本施設の屋外には、庭園見本園等を配置しており、総合景観を重視した快適な空間と景色の変化を楽しみながら

散策できるようになっている。また、屋内では、緑の相談室において図書、相談員等により、緑に関する情報を提供しているほか、多

目的室、緑化ホールでは、ボランティア団体「友の会」や市民講習会等と調整し、緑に関する展示会・講習会を行うなど、「こどもが大

人になっても訪れる『花と緑』のコア施設」をコンセプトに施設運営を実施し、都市緑化を推進している。

8

市民及び市外利用者（公園利用者）
ー

対象数

（根拠法令、条例等）

指標名 緑地保全・緑化推進に関する活動を行った団体数

事業開始年度 　 ─ 点検対象年度 令和 11 年度

主な支出先 委託費（指定管理料）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業内容 

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和11年度

115,000目標値 100,000

当該指標を選定した理由
こどもから高齢者までさまざまな世代が来館することにより、幅広い世代に対して花や緑と触れ合う機会を提供

し、都市緑化の推進を図るため。

達成率

来館者数 人以上 実績値

目標値の設定根拠・算出方法 指定管理者選定時の目標

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

市の施策との連携による取組件数 件以上

目標値

達成率

当該指標を選定した理由
市の様々な施策（SDGsや文化、生物多様性等の環境）に関連した取組（イベント等）を企画及び実施

することにより、来館者数の増加を図るため。

14

実績値

目標値の設定根拠・算出方法 指定管理者選定時の目標

11



）

15

事務事業名 　堺市都市緑化センター運営事業 事業番号 019-081

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

府支出金　

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

事業費  (a) 58,090 53,478 59,717 61,500 62,421

市債 600 2,200 2,200

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他（

一般財源 58,090 53,478 59,117 59,300 60,221

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

14

事

業

費

内

訳

都市緑化センター指定管理者委

託料

R7 予算 52,500 52,500

事業費
うち

一般財源

予算

R8 予算 53,421 53,421 R8 予算

都市緑化センター施設修繕費
R7 予算 4,000 4,000 R7 予算

R8 予算 4,000 4,000 R8 予算

R8 予算 3,000 800 R8 予算

R7 予算 3,000 800

都市緑化センター施設内設備調

査等業務

R7 予算 2,000 2,000 R7 予算

都市緑化センター施設改修工事
R7 予算

R8 予算 2,000 2,000 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

・R4年度緑化センターのあり方の検討、R5～7年度（3か年）指定管理者の選定及び指定管理開始

・レンタルスペース（会議室・ガーデン等）試行実施

・専門学校・関西大学等との連携事業

・小学校プログラム（小学校の施設利用に向けた校長会や教育委員会等への情報提供、営業活動）

・施設の改修工事等（緑の塔撤去工事等）

R8

・新たな指定管理者による指定管理業務（4年間）として、引き続き企業、大学・専門学校等と連携した花と緑の取

組や、親子連れなどの新たなターゲット層の集客を目的とした花と緑の利活用の実施により、更なる広報・収益の拡大を

図る。

　▶施設の利用促進並びにサービス向上につながる企画（企業、大学・専門学校等との連携等）

　▶屋内外展示の魅力向上と品質管理（ガーデンの魅力向上等）

　▶小学校等のプログラムの企画・運営（学校への周知等）

　▶新規来館者数や再来館者数の増加及び新たなターゲット層の集客及び企画

     （親子連れを中心とした新規利用者の獲得等）

R9以降 ・施設の効果的・効率的な管理運営を図れるよう、事業者ヒアリング等を行い、検討する。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

R8年度は、以下の方針で施設運営を行う。

　▶更なる賑わいや交流、主体的に活動に関わる人材（プレーヤー）を生み出す場として、

　　 民間事業者や若手（学生ボランティアや市内の大学との連携等）の意見等を取り入れ、新たな魅力を導入する。

　▶市の様々な施策（SDGｓや文化、生物多様性等の環境）の学習の場として活用する。

　▶利便性向上及び老朽化対策として、施設の修繕等を計画的に実施する。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

期間 　　～　　 要求額

12



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 平成0年度 

事業の概要

【登美丘南公園】

　R7年度　登美丘南公園周遊路実施設計業務

　R8～9年度　登美丘南公園周遊路整備工事

【向ヶ丘公園】

　R7年度　向ヶ丘公園防災用備品倉庫新築工事設計業務、向ヶ丘公園防災トイレ実施設計業務、用地買戻し

　R8年度　向ヶ丘公園防災用備品倉庫新築工事、向ヶ丘公園防災トイレ設置工事

【天神公園】

　R8年度～　北側通路境界確定に係る地元調整等

【東雲公園】

　R8年度～　北側エリア整備検討業務、用地買収

　R11年度～　北側エリア整備工事

【金岡公園】

　R8年度　民間活力導入可能性調査業務

　R9年度～　事業者公募に向けた実施支援業務、事業者募集、整備工事

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

市民及び市外利用者（公園利用者）
対象数 単位

ー ー

　都市公園整備事業

事業の位置付け

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-082

担当部署名 建設 公園緑地 公園緑地整備

有 取組の方向性 ①脱炭素型都市構造・社会システムの構築

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilience～ 施策 (3) カーボンニュートラルの推進

指標名 緑地保全・緑化推進に関する活動を行った団体数

―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

寄与

する

KPI

有・無

― 目標値

有 現状値 101団体（2024年度） 目標値 121団体(2030年)

（根拠法令、条例等）

有・無 ゴール ゴール⒂陸の豊かさも守ろう ターゲット 15.1,15.2,15.5

有 取組 都市緑化の推進

無 現状値

7 事業の目的 
定住性の高いゆとりある快適な都市環境の形成をめざして、都市の安全・安心、市民の健康増進や子育てしやすい環

境などの確保及び地域に親しまれる身近な公園の創出を目的として都市公園の整備を行う。

事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 

5

2 関連計画
社会資本総合整備計画（堺市における快適な生活環境の整備（第３期））、緑の基本計画、都市計画マスタープ

ラン、地域防災計画

8

事業内容 

事業開始年度 　 ─ 点検対象年度 令和 9 年度

実施根拠
都市計画法、都市公園法、堺市公園条例

主な支出先 民間業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和0年度 

実績値 - -

-

実績 実績見込み

実績値 0.42 0.30

目標値 - - -

目標に対する実績

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和9年度

都市公園の新規開設面積（対象：

浅香山緑道・登美丘南公園）
ha

目標値 0.42 0.30

達成率 100% 100%

目標値の設定根拠・算出方法 各年度の工事予算を鑑みて、令和9年度末までに新規開設予定の都市公園とその面積

当該指標を選定した理由 公園整備の継続実施により都市公園の開設面積を増やすことが、成果目標の達成につながるため。

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位

0.15

当該目標を設定した理由

市民一人当たりの都市公園面積が不足しているため。（都市公園法施行令第１条の２で国が定めている

住民一人当たりの都市公園の敷地面積の標準に基づき、堺市公園条例第４条の２で本市の市民一人当

たりの都市公園の敷地面積の標準を10m2以上と定めている。）

達成率 - -

都市公園の整備による緑地面積の拡

大
-

13



）

15

事務事業名 　都市公園整備事業 事業番号 019-082

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 38,400 22,200 43,440

府支出金　 0

都市公園整備検討業務
R7R7

R8

13

市債 56,500 2,700 15,000

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 32,400

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

60,500

事業費  (a) 143,030 13,520 156,762 124,154 139,675

59,200

0 0 0

その他（ 30,945 0 0 0

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0

一般財源 23,185 10,820 103,362 42,754 35,735

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

設計業務
予算 10,700 2,800

事業費
うち

一般財源

予算 17,600 17,600

予算 ー ー R8 予算 15,600 10,160

用地測量・支障物件調査
R7 予算 8,300 2,200

その他（印刷製本費ほか）
R7 予算 2,101 2,101

R8 予算 1,500 500 R8 予算 1,322 522

15,300 1,100

R8 予算 7,653 7,653 R8 予算

R7 予算 7,653 7,653
公有財産購入費

ー ー

整備工事
R7 予算 60,000 6,800

鳳公園公共施設管理者負担金
R7 予算

2,500 2,500

R8 予算 113,000 16,300

・登美丘南公園周遊路実施設計業務

・向ヶ丘公園防災トイレ実施設計業務、向ヶ丘公園防災用備品倉庫新築工事設計業務

・東雲公園整備検討業務、支障物件調査業務、用地測量業務、用地取得

・金岡公園再整備基本計画策定支援業務

R8

・登美丘南公園周遊路整備工事

・向ヶ丘公園防災トイレ設置工事、向ヶ丘公園防災用備品倉庫新築工事

・天神公園北側通路境界確定に係る地元調整等

・東雲公園北側エリア整備検討業務、用地取得

・金岡公園再整備民間活力導入可能性調査業務

期間 R８　　～　　R９ 要求額 164,000

債務負担行為 （単位：千円）

不動産鑑定等手数料
R8 予算 600 600

R7 予算

R9以降

・登美丘南公園周遊路整備工事

・東雲公園北側エリア整備工事

・金岡公園再整備における事業者公募に向けた実施支援業務、事業者募集、整備工事

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・登美丘南公園について、地域の公園として回遊性や防犯上の観点から南側広場の袋小路状態の解消に向け、南側

から公園へのアクセスができる周遊路を整備する。

・向ヶ丘公園について、一次避難地の機能を有する都市公園として災害時における防災機能強化を図るため、防災トイ

レと防災用備品倉庫を整備する。

・天神公園では事業認可区域の公園整備が完了し、令和7年4月に開設した。引き続き高齢者、障害者、こども等を

含む地域の方々が、日常及び災害時に円滑に利用できる公園となるよう、北側通路の境界確定に向け、必要な地元

調整等を図る。

・東雲公園の整備に向けて、用地の取得、整備方針の検討を進める。

・金岡公園の再整備に向けて、事業手法等に関する検討業務、事業者公募に関する支援業務を行う。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで
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局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

・人材育成・プロモーション企画・実施…南部丘陵の緑地の維持管理や活用等、緑地保全活動への市民・企業・大学等の参画を図るための

人材育成及び普及啓発である「堺の森活」の実施及び緑地保全体験スポットツアー等の企画・実施をする。また、南部丘陵の持つ緑地の価値

や魅力、保全の必要性等を広く発信する。

・特別緑地保全地区等の指定…都市緑地法に基づく特別緑地保全地区制度や市民緑地制度、条例に基づく保全緑地制度等の総合的な

運用を図り南部丘陵の緑地を確保。

・保全緑地等の維持管理…工場立地法に係る敷地外緑地制度や緑地保全制度等を活用した南部丘陵の緑地の維持管理と継続保有への

支援を実施。

・保存樹木支援業務…標柱・表示板設置、樹木医による調査・診断・剪定指導等。

・はなみどり基金（緑の保全）…緑地の保全に必要な財源の確保。

・南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定…南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定に向けた取組を実施。

【今後のスケジュール】

R7:南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）策定のための予備調査業務

R8・9：南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定

公民連携・協働事業
南海電気鉄道㈱、アルスコーポレーション㈱、DINS関西㈱、セッツ㈱、㈱羽車、ダイキン工業㈱、三菱マテリアル㈱、

NPO木育フォーラム、㈱フージャースコーポレーション、サンリット・シーリング㈱、㈱ソマノベース等

Ⅱ．事業の目標

市民、南部丘陵における保全優先地区（約160ha）
対象数 単位

817 千人

　里山みどりの保全事業

・持続可能な里地里山環境を育み次代に継承するため、樹林地や農地、ため池などが一体となった緑豊かな自然環境の保全・活用により、南

部丘陵エリアの緑を育む。

・健全な環境の保持及び向上を図る必要があると認める個人が所有する樹木・樹林の適切な維持管理への支援。

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-102

担当部署名 建設 公園緑地 公園緑地整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 ― 施策 　―　

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 緑地保全・緑化推進に関する活動を行った団体数

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

無 取組の方向性 ―

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⒂陸の豊かさも守ろう ターゲット 15.1 ,15.2 ,15.4 ,15.5

有 取組 南部丘陵の里山などの保全

2 関連計画 緑の基本計画、都市計画マスタープラン、生物多様性堺戦略、南区基本計画、生涯学習基本方針

有 現状値 101団体（2024年度） 目標値 121団体(2030年)

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 平成 29 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠
都市緑地法、堺市緑の保全と創出に関する条例、堺市基金条例

（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 本庁、民間企業、NPO

6 事業の対象 

7 事業の目的 

8

事業内容 

主な支出先 ―

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

12目標値 9 10 12

当該指標を選定した理由 市民、事業者等の力を活かした緑地の維持管理、利用、活用の推進を図るため。（堺市緑の基本計画）

達成率 122% 120%

緑地保全事業の参画団体数 団体 実績値 11 12

目標値の設定根拠・算出方法 市民団体、企業等への呼びかけにより里山みどり保全事業に参画した団体数（「堺の森活」等参加団体数）

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

「堺の森活」に参加を呼びかけた企業

等団体数
団体

目標値 25 25

達成率 112% 120%

当該指標を選定した理由
南部丘陵の緑地の価値や魅力、保全の必要性を啓発するためのイベントへの市民団体や企業等の参画を

促すため。

30

実績値 28 30

目標値の設定根拠・算出方法 参画団体数確保のため「さかいSDGs推進プラットフォーム」を活用し、「堺の森活」等への協力を促す。

15



）

15

事務事業名 　里山みどりの保全事業 事業番号 019-102

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 0 0 0

府支出金　

協定分の維持管理支援に係る報

償費

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

事業費  (a) 8,295 8,185 23,158 19,526 22,320

市債 0 0 2,200

0 0 0 0

2,200

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0

14,977その他（ はなみどり基金 6,952 8,036 12,177

一般財源 8,295 1,233 15,122 5,149 5,143

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

南部丘陵緑地保全啓発看板設

置工事

R7 予算 8,000 0

事業費
うち

一般財源

予算 259 259

R8 予算 8,000 0 R8 予算 259 259

特別緑地保全地区鑑定手数料
R7 予算 3,740 3,740 南部丘陵における整備保全活用計画

（仮称）策定に係る共同研究業務

R7 予算 300 0

R8 予算 3,740 3,740 R8 予算 2,100 0

R7 予算 294 0

R8 予算 3,000 800 R8 予算

R7 予算 3,000 800
保存樹支援業務

294 0

緑地保全プロモーション業務
R7 予算 2,500 0

その他（消耗品費ほか）
R7 予算

特別緑地保全地区測量等業務

833 350

R8 予算 3,500 0 R8 予算 827 344

債務負担行為 （単位：千円）

保全緑地制度指定測量業務
R7 予算

R8 予算 600 0 R8 予算

R7 予算 600 0

・新たな特別緑地保全地区、保全緑地、市民緑地の指定

・緑地保全の啓発看板を設置【森林環境譲与税を充当】

・市民・企業・大学等の緑地保全活動への参画を図るため、人材育成及び普及啓発である「堺の森活」を実施。また企業等を対

象とした、緑地保全体験スポットツアーを企画・実施【森林環境譲与税を充当】

・堺自然ふれあいの森において、大学生を対象とした人材育成のためのプログラムの実施【森林環境譲与税を充当】

・南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定に向けた予備調査の実施【森林環境譲与税を充当】

R8

・新たな特別緑地保全地区、保全緑地、市民緑地の指定

・南部丘陵の緑地保全に関する理念条例の制定

・南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定【森林環境譲与税を充当】（R8～R9）

・緑地保全の啓発看板を設置【森林環境譲与税を充当】

・市民・企業・大学等の緑地保全活動への参画を図るため、人材育成及びプロモーション活動である「堺の森活」及び緑地保全体

験スポットツアーの企画・実施【森林環境譲与税を充当】

・堺自然ふれあいの森において、大学生を対象とした人材育成のためのプログラムの実施【森林環境譲与税を充当】

期間 R8～R9 要求額 5,000

R9以降

・新たな特別緑地保全地区、保全緑地、市民緑地の指定

・南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定【森林環境譲与税を充当】（R8～R9）

・緑地保全の啓発看板を設置【森林環境譲与税を充当】

・市民・企業・大学等の緑地保全活動への参画を図るため、人材育成及びプロモーション活動である「堺の森活」を実施。また大学

や企業等を対象とした、緑地保全体験スポットツアーを企画・実施【森林環境譲与税を充当】

・堺自然ふれあいの森において、大学生を対象とした人材育成のためのプログラムの実施【森林環境譲与税を充当】

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・緑地保全活動の対象地となる特別緑地保全地区等の拡大に伴い、下記の事業に取り組む。また、森林環境譲与税

を活用し、市の財政負担を軽減しながら、啓発看板の設置や人材育成及び普及啓発活動などの事業を継続して進め

る。

　▶新たな特別緑地保全地区等の指定に向けた測量及び鑑定

　▶特別緑地保全地区内での人材育成及び普及啓発活動の検討及び実施

　▶南部丘陵における整備保全活用計画（仮称）の策定（R8～9）

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

16



局 部 課

3 年度

9

10

実績値 1.0 1.0

目標値の設定根拠・算出方法 啓発活動の割合=声かけ等を実施した活動地区数／まだ活動を行っていない未活動地区数

目標値の設定根拠・算出方法 年間1団体（校区等）の増加を目標としている。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

市民緑化活動を未実施の校区に行っ

た啓発活動の割合
-

目標値 1.0 1.0

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由
未活動地区（校区連合会長）に直接声かけ等、周知徹底や啓発活動を実施することで、活動団体の増

加をめざす。

1.0

当該指標を選定した理由
令和5年3月に改定した「堺市緑の基本計画」における活動団体（校区等）数の目標を段階的に達成する

ために年度ごとの目標を設定した。

達成率 101% 99%

緑化推進に関する活動を行った団体

数
団体 実績値 71 69

70目標値 70 70 70

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

主な支出先 (公財)堺市公園協会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

5 事業の実施主体 本庁、(公財)堺市公園協会

6 事業の対象 

7 事業の目的 

公園をはじめとする公共施設、地域会館、共同住宅、事業所などの民有地におけるオープンスペースで、市民や事業者

と協働して行う緑化活動を推進し、活動に必要な資材の提供、活動の顕彰、緑化に関する啓発、公園等公共施設の

適切な緑化を行い、花と緑にあふれるまちづくりを進めることを目的とする。

8

事業内容 

事業開始年度 令和 2 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠
都市緑地法、堺市緑の保全と創出に関する条例、堺市基金条例

（根拠法令、条例等）

2 関連計画 緑の基本計画

有 現状値 101団体（2024年度） 目標値 121団体(2030年)

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⒂陸の豊かさも守ろう ターゲット 15.1,15.2,15.5

有 取組 都市緑化の推進

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

無 取組の方向性 ―

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 ― 施策 　―　

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 緑地保全・緑化推進に関する活動を行った団体数

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-103

担当部署名 建設 公園緑地 公園緑地整備

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

【活動支援事業】

・みどり活動支援…地域緑化活動を行う市民団体への園芸資材等を支援

・花のボランティア活動支援…花のボランティア活動支援事業団体「花いっぱいゃさかい」の活動等を支援

・平成の森づくり…市民団体「堺千年の森クラブ」の活動等を支援

【緑化啓発と顕彰】

・堺市緑化祭…緑化推進、緑の保全に関する催し及び都市緑化の推進等に顕著な功績のあった方の表彰

【公共施設等緑化】

・市民花壇等管理運営…市民及び事業者との協働による駅前フラワーベース等の街なか拠点花壇の維持管理

・公共施設等緑化…花と緑のまちづくりを進めるための学校等への樹木の配付

・はなみどり基金（都市緑化）…花と緑のまちづくり活動に必要な財源の確保

公民連携・協働事業 花のボランティア活動支援事業団体「花いっぱいゃさかい」、みどり活動支援事業活動者、「堺千年の森クラブ」

Ⅱ．事業の目標

市民、事業者、各種団体（花のボランティア活動支援事業団体「花いっぱいゃ

さかい」約430名、みどり活動支援事業活動者約1,200名）ほか

対象数 単位

ー －

花と緑の育成事業

17



）

15

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

R9以降
・緑化推進に向けた活動促進のための啓発を実施（活動団体数の維持・増加に向けた取組等）

・広報活動の強化など業務内容等の精査および見直しを実施

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・花と緑の市民協働事業では、主にみどり活動支援・花のボランティア活動支援、平成の森づくりに関わる市民団体を中

心に、市民協働による花と緑にあふれる潤い豊かな市民生活環境を創出することを目的としている。

・市民が主体となって花と緑のまちづくり活動を行うにあたり、地域活動を支える人材の育成や次世代へ継承していく仕

組みづくりが重要となるほか、企業などの参加も進め、多種多様な花と緑のまちづくりを進めていく必要がある。

・そのため、市民団体の活動者が参加できる環境を整備し、市、市民、事業者が協働のもとに取り組む緑化活動に対し

て、継続的に活動に必要な資材などの支援を行い、花と緑の美しいまち堺をめざす。

・緑の普及啓発については、堺市緑化祭の開催や緑の瓦版の発行、記念樹配布などを通じて継続的に緑化啓発活動

を行うことで市民の意識醸成を図る。

・R2年度に財政部局と事業見直しの協議を実施（大道筋植栽帯管理業務を大浜公園事務所に移管、フラワーベー

ス管理事業におけるフラワーベースの一部撤去等）

・R4年度　出資団体監査及び包括外部監査の対応

・R5年度　花の名所の警備業務発注について大浜公園事務所に移管

・R6年度　緑化祭などの事務の効率化を実施

・R7年度　業務の効率化及び利活用等実施支援業務において各業務マニュアルの整備を実施

R8
・緑化推進に向けた活動促進のための啓発を実施（活動団体数の維持・増加に向けた取組等）

・広報活動の強化など業務内容等の精査および見直しを実施

期間 　　～　　 要求額

債務負担行為 （単位：千円）

印刷製本費
R7 予算

R8 予算 36 36 R8 予算

R7 予算 36 36

R8 予算 600 600 R8 予算
緑化樹配布業務

R7 予算 300 300 R7 予算

消耗品費
R7 予算

R8 予算 338 338 R8 予算

R7 予算 338 338

R8 予算 79,419 68,529 R8 予算

施設等修繕料
R7 予算 2,500 2,500 R7 予算

R8 予算 4,000 4,000 R8 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

緑化推進を目的とした市民協働事

業等委託料

R7 予算 77,443 66,769

一般財源 68,837 68,179 58,941 69,943 73,503

受益者負担金(使用料、手数料等）　

10,890その他（ はなみどり基金 11,169 9,534 8,875 10,674

市債

事業費  (a) 80,006 77,713 67,816 80,617 84,393

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

府支出金　

R7

事務事業名 花と緑の育成事業 事業番号 019-103

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

18



局 部 課

3 年度

9

10

目標値の設定根拠・算出方法 庭園作品の出展に係る進捗状況

当該指標を選定した理由 庭園作品を通じて本市の魅力を発信するため。

庭園作品の施工完了

実績値 ― 庭園作品の基本設計業務完了

目標に対する実績

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

本市の魅力を発信できる

庭園作品の出展
ー

目標値 ― 庭園作品の基本設計業務完了

達成率 ― 100%

目標値

当該目標を設定した理由 庭園作品で本市の魅力を広く国内外に発信することができるため。

達成率

大阪府・大阪市・堺市の魅力を発信 実績値

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 

主な支出先 公益社団法人　2027年国際園芸博覧会協会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

5 事業の実施主体 本庁、公益社団法人　2027年国際園芸博覧会協会

6 事業の対象 

7 事業の目的 

　令和9年3月～9月に横浜市で開催される2027年国際園芸博覧会について、公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会か

ら本市に参加の依頼があった。本博覧会は国際博覧会の「認定博」に位置付けられる最上位（Ａ１）クラスの国際園芸博覧会で

あり、日本で開催する同規模の博覧会は、本市も参加した1990年国際花と緑の博覧会「大阪花の万博」以来となる。

　本市では、大阪府・大阪市と共同で同博覧会に屋外庭園を出展する。大阪市・堺市をはじめとするみどり豊かで潤いのある『大都

市・大阪』の魅力を世界に向けて発信し、過去の博覧会から大阪・関西万博へと受け継がれた想いを未来につなぐ。

―

8

事業内容 

事業開始年度 令和 7 点検対象年度 令和 9 年度

実施根拠
―

無

（根拠法令、条例等）

2 関連計画 ―

無 現状値 ― 目標値

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール    ―   ターゲット ―

戦略 ― 施策 　―　

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

無 取組の方向性 ―

Ⅰ．基本情報

4

取組 ―

事務事業名 事業番号 019-114

担当部署名 建設 公園緑地 公園緑地整備

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

　2027年国際園芸博覧会花・緑出展事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

【R6年度】

・大阪府、大阪市と共同出展するため「2027年国際園芸博覧会共同出展協議会（大阪府・大阪市・堺市）」を設立

・「2027年国際園芸博覧会共同出展協議会（大阪府・大阪市・堺市）」で出展申込を行い内定

・出展に向けた庭園作品の検討、庁内調整

【R7年度】

・庭園作品に係るデザイン公募を行い、基本設計業務を実施

・2027年国際園芸博覧会協会と出展契約の締結

【R8・9年度】

・庭園作品に係る実施設計業務

・庭園作品に係る現地工事

・2027年国際園芸博覧会開催、庭園作品の出展（R9.3月～R9.9月）

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

2027年国際園芸博覧会への来場者
対象数 単位

15,000,000 人

事業の位置付け

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無

19



）

15

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

R9以降 ・国際園芸博覧会開催（R9年3月19日～R9年9月26日）

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・令和6年度に「2027年国際園芸博覧会共同出展協議会（大阪府・大阪市・堺市）」を立ち上げ、大阪府・大阪

市との共同出展に向けて準備を進めている。

・本博覧会に庭園作品を出展することで、本市の魅力を発信し、知名度・存在感の向上により観光誘客に繋がること

や、国や各都道府県、政令市など参加者との新たなつながりを獲得し連携や共創の拡大が可能となる。

・令和8年度は、令和7年度に作成した基本設計に基づいて国際園芸博覧会協会において実施設計、現地工事を行

い、令和9年3月に庭園作品を出展する。

・R6年度　大阪府、大阪市と共同出展のため「2027年国際園芸博覧会共同出展協議会（大阪府・大阪市・堺

市）」 を設立

・R7年度　庭園作品に係るデザイン公募を行い、基本設計業務を実施。2027年国際園芸博覧会協会と出展契約の

締結

R8
・国際園芸博覧会協会において実施設計業務、現地工事

・国際園芸博覧会開催（R9年3月19日～R9年9月26日）

期間 ～ 要求額

債務負担行為 （単位：千円）

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算 R7 予算

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算

R8 予算 13,000 13,000 R8 予算

国際園芸博覧会委託料
R7 予算 0 0 R7 予算

R8 予算 300 300 R8 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

2027年国際園芸博覧会負担金
R7 予算 3,900 3,900

一般財源 3,900 13,300

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他（

市債

事業費  (a) 0 0 0 3,900 13,300

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

府支出金　

R7

事務事業名 　2027年国際園芸博覧会花・緑出展事業 事業番号 019-114

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

20



局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

交通安全教育及び普及・啓発

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-088

担当部署名

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

〇各警察署や「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会の構成団体等と連携し、幅広い年代を対象に各季の交通安全運動をは

じめ堺まつりや区民まつり等の大規模イベントで交通安全の普及啓発活動を実施

〇市内各警察署と連携し、小・中学校、こども園等を対象に講義や模擬道路の実技指導等を出前型教室にて実施

〇「Safety Bicycle推進校」に指定された高校を対象に自転車交通ルールの普及啓発活動や自転車ヘルメットの着用推進を実

施

〇民間事業者と連携し、未就学児、高齢者等に自転車実技を中心とした交通安全教室の実施

〇外国人を対象に交通安全の普及啓発活動を実施

〇地域や企業を対象に交通安全に関する出前型講義等の実施や、企業を対象にした自転車の通勤管理や安全利用等の講習

会を実施

〇「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会から交通指導員を委嘱、各校区での通学路における児童の交通安全指導等をはじ

め地域での啓発活動や事業所での従業員への交通安全教育等の実施

〇堺市違法駐車等防止重点地域における違法駐車防止活動の委託業務を実施

公民連携・協働事業 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、サカイサイクル株式会社

Ⅱ．事業の目標

・交通安全普及啓発全般：全市民及び市内の道路を利用するドライバー等

・交通安全教室：市内小・中学校・特別支援学校の児童、生徒及び保育所

（園）、幼稚園、こども園の園児

・「Safety Bicycle推進校」と連携した取組：市内7校の高校生

・交通安全運転者講習会：一般ドライバー等

対象数 単位

約81万 人

自転車利用環境の充実　

有・無

4

建設 サイクルシティ推進 自転車企画推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (5) 「サイクルシティ堺」としてのブランド力と都市魅力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

寄与

する

KPI

有・無 指標名 「サイクルシティ堺」としての 都市魅力の認知度

有 取組の方向性 ②自転車の利用環境の充実

有 現状値 ― 目標値 70.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⒀気候変動に具体的な対策を ターゲット 13.3

有 取組

2 関連計画 堺市交通安全計画、堺市自転車活用推進計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

事業開始年度 平成 34 点検対象年度 令和 12 年度

実施根拠 交通安全対策基本法第4条及び第18条、堺市交通安全対策会議条例、堺市交通安全対策会議規則、自転車活

用推進法、堺市自転車のまちづくり推進条例（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 本庁、「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会

6 事業の対象 

7 事業の目的 警察や交通安全関係団体等と連携し、市民が交通ルールを遵守することにより、道路交通の安全を確保する。

8

事業内容 

主な支出先 「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会、堺市違法駐車等防止活動業務委託事業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和12年度 

4.8目標値 6.5 6.2 5.9

当該指標を選定した理由 交通安全教育及び交通ルールの普及啓発が進展することで、こどもの交通事故件数減少につながるため。

達成率 57% 66%

15歳以下の人口1万人当たり交通事

故件数
% 実績値 9.3 8.3

目標値の設定根拠・算出方法 現状値（令和6年度51.8%）を基準として、以降も過半数以上の方が認知してもらえるものとして設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

こども園や小・中学校等への交通安全

教室の実施
回

目標値 270 275

達成率 103% 102%

当該指標を選定した理由
学校園に交通安全教室を実施することが、交通安全教育及び交通ルールの普及啓発に寄与するため。令和7年度か

ら中学校の実績を含む。（令和7年度から市内全中学校を対象に警察と連携した交通安全教室を実施）

285

実績値 278 281

目標値の設定根拠・算出方法 学校園での開催回数を目標値とし、実際に交通安全教室を実施した延べ回数を実績値とする。

21



）

15

事務事業名 交通安全教育及び普及・啓発 事業番号 019-088

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

府支出金　

その他（普通旅費等、通信運搬

費等）

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

事業費  (a) 23,453 25,081 24,920 25,959 26,916

市債

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他（

一般財源 23,453 25,081 24,920 25,959 26,916

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

「交通事故をなくす運動」堺市推進協

議会負担金

R7 予算 5,587 5,587

事業費
うち

一般財源

予算 181 181

R8 予算 5,767 5,767 R8 予算 440 440

交通安全教育担当指導員及び

会計年度非常勤職員報酬

R7 予算 12,535 12,535 R7 予算

R8 予算 13,291 13,291 R8 予算

R7 予算

R8 予算 3,175 3,175 R8 予算

R7 予算 2,925 2,925

交通安全教育担当指導員及び

会計年度非常勤職員通勤費

R7 予算 943 943 R7 予算

交通安全教育担当指導員及び

会計年度非常勤職員期末勤勉手当

R8 予算 943 943 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

堺市違法駐車等防止活動業務

委託料

R7 予算

R8 予算 3,300 3,300 R8 予算

R7 予算 3,788 3,788

第11次堺市交通安全計画に基づき、KPI達成に向けた取組の推進

R8 第12次堺市交通安全計画の内容を踏まえ、KPI達成に向けた取組の推進

期間 R　　～　　R 要求額

R9以降 第12次堺市交通安全計画の内容を踏まえ、KPI達成に向けた取組の推進

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

〇令和８年４月施行の自転車に関する改正道路交通法を契機に、自転車交通ルールの普及啓発や自転車ヘルメッ

ト着用率の向上に要する経費を要求する。

〇ライフステージに合わせた交通安全教育及び交通ルールの普及啓発活動として以下３点の取組を強化する

　・「Safety Bicycle推進校」に指定された高校を対象に自転車の交通ルールの普及啓発や自転車ヘルメット着用啓

発を推進

　・外国人を対象にした交通ルールの普及啓発

　・企業を対象に自転車の通勤管理や安全利用等の講習会実施

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで
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局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

〇自転車通行環境の整備

　府道堺泉北環状線（約0.5ｋｍ）、市道出島海岸通西湊1号線（約0.3ｋｍ）において、自転車通行環境の整

備を行う。

公民連携・協働事業 　―

Ⅱ．事業の目標

堺市民（約81万人）及び市外からの利用者（不特定多数）
対象数 単位

― ―

自転車通行環境整備事業

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-091

担当部署名 建設 サイクルシティ推進 自転車環境整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (5) 「サイクルシティ堺」としてのブランド力と都市魅力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 「サイクルシティ堺」としての 都市魅力の認知度

有 取組の方向性 ②自転車の利用環境の充実

有 現状値 ― 目標値 70.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット 11.2

有 取組 東西交通の整備など交通ネットワークの機能強化

2 関連計画 堺市自転車活用推進計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 平成 20 点検対象年度 令和 12 年度

実施根拠
道路法、道路交通法、自転車活用推進法

（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 

7 事業の目的 

歩行者の安全を第一とし、自転車利用者の安全に配慮した自転車の通行空間を確保する。

通行空間の連続性を確保した自転車ネットワークを形成し、回遊性や快適性を高める。

広域的な自転車ネットワークの形成を推進し、自転車による周遊を促し、地域の活性化や賑わいの創出につなげる。

8

事業内容 

主な支出先 請負業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
　―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和12年度 

70目標値 － － －

当該指標を選定した理由 「サイクルシティ堺」としての都市魅力を向上させることが、新たな市内誘客や交流促進につながると考えるため。

達成率 － －

サイクルシティ堺としての都心魅力の認

知度
％ 実績値 51.8 47.4

目標値の設定根拠・算出方法 現状値（令和6年度51.8％）を基準として、以降も過半数以上の方が認知してもらえるものとして設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

自転車通行環境整備延長（累計） ｋｍ

目標値 73 75

達成率 101% 101%

当該指標を選定した理由 自転車通行環境整備の各年度における推移や進捗状況を把握するため。

76

実績値 74 76

目標値の設定根拠・算出方法 予算化された額と予定路線の想定単価から算出している。
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）

15

事務事業名 自転車通行環境整備事業 事業番号 019-091

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

14,751 20,287 22,000 22,000

府支出金　 0

使用料及び賃借料
R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 23,199

事業費  (a) 58,416 36,696 49,301 47,371 46,612

市債 30,900 15,400 22,100 21,700

0

21,000

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0

その他（ 0 0

一般財源 4,317 6,545 6,914 3,671 3,612

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

自転車通行環境整備工事
R7 予算 46,300 2,600

事業費
うち

一般財源

予算 140 140

R8 予算 43,000 2,300 R8 予算 147 147

自転車通行環境詳細設計業務
R7 予算 0 0

負担金、補助及び交付金
R7 予算 2 2

R8 予算 2,500 200 R8 予算 2 2

R7 予算

R8 予算 332 332 R8 予算

R7 予算 295 295

需用費
R7 予算 628 628 R7 予算

旅費

R8 予算 628 628 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

役務費
R7 予算

R8 予算 3 3 R8 予算

R7 予算 6 6

自転車通行環境整備工事

R7まで予定　76.1ｋｍ

R8
自転車通行環境整備工事

R8予定　0.8ｋｍ

期間 R　　～　　R 要求額

R9以降
自転車通行環境整備工事

R9以降1～2ｋｍ/年

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

令和8年度は、自転車ネットワークを形成する路線である市道出島海岸通西湊1号線の整備について、予算要求を行

う。

また、府道堺泉北環状線は自転車ネットワークの連続性を図るため、通行空間の整備を行う。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで
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局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 E　指定管理者事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

【有料駐輪場の管理運営業務】（令和7年4月1日時点）

市内22駅　81箇所　収容台数　36,490台

平成23年度より指定管理者制度の導入

現在　指定期間　令和3年4月1日～令和8年3月31日（5年間）

次期　指定期間　令和8年4月1日～令和13年3月31日（5年間）

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

自転車等の利用者
対象数 単位

ー ー

有料自転車等駐車場管理運営業務

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-092

担当部署名 建設 サイクルシティ推進 自転車対策事務所

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (5) 「サイクルシティ堺」としてのブランド力と都市魅力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 「サイクルシティ堺」としての 都市魅力の認知度

有 取組の方向性 ②自転車の利用環境の充実

有 現状値 ― 目標値 70.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⒀気候変動に具体的な対策を ターゲット 13.3

有 取組 自転車利用環境の充実　

2 関連計画 堺市自転車活用推進計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 昭和 62 点検対象年度 令和 12 年度

実施根拠 自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律、堺市自転車等の放置防止に関す

る条例（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 出先機関

6 事業の対象 

7 事業の目的 
堺市自転車等の放置防止に関する条例に基づき、駅周辺における自転車等の駐車秩序を確立することにより、良好な

都市環境と交通の円滑化を図り、安全で快適な生活環境を実現する。

8

事業内容 

主な支出先 土地借上料（各土地所有者へ支出）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和12年度 

90目標値 90 90 90

当該指標を選定した理由 駐輪環境向上のため。

達成率 93% 93%

利用者満足度の向上

（管理人の接遇態度）
% 実績値 84 84

目標値の設定根拠・算出方法 指定管理者募集の際の業務仕様書における市の求める取組目標値

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

管理人（指定管理者）のCS向上研

修の実施回数等
回

目標値 2 2

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由 効率的な駐輪場運営に必要なため。

2

実績値 2 2

目標値の設定根拠・算出方法 利用者満足度向上のため、管理人CS向上研修を実施（目標は前年実績値で設定）
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）

15

事務事業名 有料自転車等駐車場管理運営業務 事業番号 019-092

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 0 0

府支出金　 0

照明器具LED化関連

（廃棄物処分・工事）

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 0

事業費  (a) 35,815 33,767 39,013 45,220 101,263

市債 0 0 0 3,000

0 0 0

43,000

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0

23,479その他（ 指定管理者負担金等 16,458 15,635 16,059 26,923

一般財源 19,357 18,132 22,954 15,297 34,784

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

土地借上料
R7 予算 35,500 10,464

事業費
うち

一般財源

予算 0 0

R8 予算 31,458 10,464 R8 予算 10,141 7,041

施設等修繕料
R7 予算 4,431 2,824 堺銀座西商店街振興組合維持

管理等負担金

R7 予算 120 0

R8 予算 4,988 2,783 R8 予算 120 0

R7 予算 117 117

R8 予算 0 0 R8 予算

R7 予算 4,100 1,100 北野田駅前Ｂ地区管理組合共

益費負担金 94 94

上野芝駅前西第1自転車等駐車場外壁

改修ほか工事（監理・事務費含む）

R7 予算 0 0 自家用電気工作物保安管理業

務

R7 予算

上野芝駅前西第1自転車等駐車

場外壁改修ほか工事設計業務

160 0

R8 予算 53,250 13,350 R8 予算 160 0

252 252

債務負担行為 （単位：千円）

整備等工事費
R7 予算 292 292

R8 予算 800 800 R8 予算

R7 予算 500 500
その他（保険料等）

・平成23年度から指定管理者制度導入

・平成28年度から指定管理者変更

R8

・令和８年度から指定管理者変更予定

・事業の継続実施

・上野芝駅前西第1自転車等駐車場外壁改修

・深井駅に仮設自転車等駐車場を整備

期間 R8　～　R9 要求額 12,000

R9以降 ・事業の継続実施

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント
・指定管理者と協力し、駐輪場の利便性や快適性の向上に取り組む。

・老朽化した施設の計画的な改修に取り組む。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで
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局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

・放置自転車等撤去・運搬業務

　　搬送用トラック等により市内27駅を巡回の上、撤去、運搬。　（年間稼働日数250日）

・撤去自転車等保管返還業務

　　撤去した自転車等を保管返還所で保管し、利用者等から返還の申し出があれば、保管返還手数料を徴収し返

還。

・放置自転車対策業務

　　主要駅前等において、放置禁止区域内での放置防止や駐輪場利用の促進に向けた助言・啓発。

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

放置禁止区域内に放置された自転車・原動機付自転車
対象数 単位

― ―

放置自転車等撤去保管業務

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-093

担当部署名 建設 サイクルシティ推進 自転車対策事務所

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (5) 「サイクルシティ堺」としてのブランド力と都市魅力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 「サイクルシティ堺」としての 都市魅力の認知度

有 取組の方向性 ②自転車の利用環境の充実

有 現状値 ― 目標値 70.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⒀気候変動に具体的な対策を ターゲット 13.3

有 取組 自転車利用環境の充実　

2 関連計画 堺市自転車活用推進計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 昭和 62 点検対象年度 令和 12 年度

実施根拠 自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律、堺市自転車等の放置防止に関す

る条例（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 出先機関

6 事業の対象 

7 事業の目的 
鉄道駅周辺の放置禁止区域における自転車や原動機付自転車の路上放置を解消し、良好な都市環境と安全・安心

な通行空間の確保を推進する。

8

事業内容 

主な支出先 請負業者（委託）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和12年度 

310目標値 340 310 280

当該指標を選定した理由 放置自転車等のない良好な都市環境の確保と交通の円滑化をめざし、放置自転車等を年々減少させていくため。

達成率 94% 81%

放置自転車等台数（１日あたり） 台 実績値 318 250

目標値の設定根拠・算出方法
堺市内27駅周辺の放置禁止区域内における1日の放置自転車台数。令和8年度以降の目標値は前年目標値の

10%減とする。（各年度1の位を切り上げ）

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

放置自転車等撤去台数 台

目標値 ー ー

達成率 ー ー

当該指標を選定した理由 放置自転車等の台数を年度ごとに把握し、事業の改善につなげるため。

ー

実績値 6,684 6,618

目標値の設定根拠・算出方法 目標は現実的な目標値を設定できないため空白とする。
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）

15

事務事業名 放置自転車等撤去保管業務 事業番号 019-093

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

0 0 0

府支出金　 0

光熱水費
R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 0

事業費  (a) 115,928 142,778 140,520 120,164 119,884

市債 0 0 0 0

0 0 0

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0

13,859その他（ 撤去保管手数料 15,636 14,060 13,278 14,063

一般財源 100,292 128,718 127,242 106,101 106,025

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

放置自転車等対策・撤去運搬・

保管返還業務

R7 予算 97,500 83,437

事業費
うち

一般財源

予算 1,596 1,596

R8 予算 96,000 82,141 R8 予算 1,356 1,356

機械・機器等借上料

（領収書発行機3台）

R7 予算 3,600 3,600
施設等修繕料

R7 予算 475 475

R8 予算 3,663 3,663 R8 予算 947 947

R7 予算 1,014 1,014

R8 予算 3,580 3,580 R8 予算

R7 予算 3,580 3,580
消耗品費

1,011 1,011

会計年度任用職員報酬
R7 予算 2,567 2,567 放置自転車等再資源化処分業

務

R7 予算

情報システム機器借上料

（ＩＴ経費）

1,000 1,000

R8 予算 3,433 3,433 R8 予算 1,000 1,000

4,894 4,894

債務負担行為 （単位：千円）

放置禁止区域看板更新工事
R7 予算 6,332 6,332

R8 予算 4,000 4,000 R8 予算

R7 予算 2,500 2,500
その他（需用費等）

放置防止啓発業務や撤去業務の実施により、放置自転車等の減少に努めた。

R8 放置防止啓発業務や撤去業務の継続実施

期間 R　　～　　R 要求額

R9以降 放置防止啓発業務や撤去業務の継続実施

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント 自転車等の放置を防止するため効果的な放置防止啓発や撤去業務に取り組む。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで
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局 部 課

3 年度

9

10

令和8年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

　大和川左岸沿川において、阪神高速大和川線や高規格堤防事業により生み出された敷地を利活用し、安全・快適

な自転車・歩行者の通行環境を整備する。また、阪堺線大和川停留場付近においては、安全な自転車利用の促進と

自転車利用者の裾野拡大を目的として、サイクリングの拠点や自転車を体験できる機能を有した『自転車賑わい拠点』

を民間事業者と連携して整備する。

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

堺市民（約81万人）及び市外からの利用者（不特定多数）
対象数 単位

― ―

大和川沿川整備事業

Ⅰ．基本情報

事務事業名 事業番号 019-104

担当部署名 建設 サイクルシティ推進 自転車環境整備

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2030

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (5) 「サイクルシティ堺」としてのブランド力と都市魅力の向上

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 「サイクルシティ堺」としての 都市魅力の認知度

有 取組の方向性 ②自転車の利用環境の充実

有 現状値 ― 目標値 70.0%(2030年度)

有・無 ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット 11.2

有 取組 東西交通の整備など交通ネットワークの機能強化

2 関連計画
堺市自転車活用推進計画

堺市かわまちづくり計画、都市再生整備計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 令和 元 点検対象年度 令和 8 年度

実施根拠
道路法、道路交通法、自転車活用推進法

（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体 本庁

6 事業の対象 

7 事業の目的 

　大和川左岸沿川において、阪神高速大和川線や高規格堤防事業により生み出された敷地を利活用し、安全・快適

な自転車・歩行者の通行環境を整備する。また、阪堺線大和川停留場付近においては、安全な自転車利用の促進と

自転車利用者の裾野拡大を目的として、サイクリングの拠点や自転車を体験できる機能を有した『自転車賑わい拠点』

を民間事業者と連携して整備する。

8

事業内容 

主な支出先 請負業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載
―

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和8年度 

1,500目標値 － － 1,500

当該指標を選定した理由 自転車利用者の裾野拡大の状況を把握するため。

達成率 － －

沿川における自転車通行平均台数 台/日 実績値 － －

目標値の設定根拠・算出方法

大和川沿川の5か所に観測地点を設定して自転車通過交通量を計測し、大和川沿川（堺市側）の交通

量の平均値が約550台／日であったため、最大であった地点の交通量約1,500台／日を目標値としている

（平成30年9月16日調査）。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度

未利用地の整備延長 ｍ

目標値 3,970 －

達成率 100% －

当該指標を選定した理由 各年度における整備状況を把握するため。

－

実績値 3,970 －

目標値の設定根拠・算出方法 予算化された額と整備箇所の想定単価から算出。（自転車通行環境整備工事は令和3年から実施）
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）

15

事務事業名 大和川沿川整備事業 事業番号 019-104

令和8年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和8年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和8年度

19,800 37,380 90,400 75,280

府支出金　

R7

13

項　　　目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金 210,800

事業費  (a) 324,147 283,493 154,952 259,094 264,534

市債 98,700 231,600 105,500 113,100 95,800

受益者負担金(使用料、手数料等）　

67,528その他（ 自転車環境共生まちづくり基金等 42,832

一般財源 14,647 32,093 12,072 12,762 25,926

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

自転車体験等施設整備ほか委託

料

R7 予算 132,000 4,768

事業費
うち

一般財源

予算

R8 予算 168,320 6,072 R8 予算

自転車体験等施設整備指定管

理料

R7 予算 － － R7 予算

R8 予算 4,500 4,500 R8 予算

R7 予算

R8 予算 72,200 5,120 R8 予算

R7 予算 127,000 7,900

その他経費
R7 予算 94 94 R7 予算

沿川通行環境整備工事ほか

R8 予算 19,514 10,234 R8 予算

債務負担行為 （単位：千円）

R7 予算

R8 予算 R8 予算

R7 予算

堺市かわまちづくり計画の策定、大和川沿川における安全快適な通行環境の形成

サウンディング型市場調査の実施、事業者の公募、事業者の決定、事業者による自転車体験等施設詳細設計業務、

自転車体験等施設整備

R8 事業者による自転車体験等施設整備

期間 R　　～　　R 要求額

R9以降 自転車体験等施設の供用開始

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

・大和川沿川において、国の登録を受けた「堺市かわまちづくり計画」や「堺市自転車活用推進計画」に基づき、安全快

適な自転車通行環境の整備を進める。

・また、サイクリングの拠点や自転車を体験できる機能を有した自転車賑わい拠点を民間事業者と連携して整備を進め

る。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R7まで

30


